






親しみを持って鑑賞してもらうための「鑑賞ガイド」を制作し

ている。2021年より始まった本演習は、今年で４年目となっ

ている。演習では、美術館での視察と学芸員によるレク

チャーを受けた後、学生たちは、それぞれの視点での鑑賞

方法を考案し、シートをデザインしていく。完成までに、館か

らの監修を受け、シートをブラッシュアップさせる。美術館か

ら選抜されたシートは、実際に館内に設置され使用されて

いる。現在では、絵画作品を鑑賞するための『このえどうみ

る？』、常設の立体作品を鑑賞するための『ちょうこくどうみ

る？』の2タイプのシートが実施されている。継続した社会教

育施設との連携体制、フィードバックを受けながら毎年刷新

されていくプログラムデザインは、コースと地域社会の良好

な関係性を示していると言える。

　「教育普及プログラムの作成」後に実施される授業は、

山形県内の社会教育施設等でのAWS実践だ。毎年テー

マを設けて、親子対象、出入り自由で活動に参加できる内

容のコンテンツを開発する。2024年は、『はっけん！たいけ

ん！ぼうけん！』をテーマにしたAWSを、山形市にある「シェル

ターインクルーシブプレイス コパル」で開催した。不特定多

数の参加者の方に実際に体験していただくにあたって、コ

ンテンツのクオリティを担保することやファシリテーションの

丁寧さなどが必要になってくる。それを成立させるために、

グループ内での協力が必須であり、これまで学んできたこと

を発揮する機会となる。

　さらに意欲的な学生のために、授業外で教員が実施す

るAWSに学生が参加できるような機会を設けている。これ

まで、滝山小学校の子ども行事への出店、山形県立山形

盲学校の子どもたちとのAWSの開催、病院で医療関係者

と地域住民とのドナーウォールの製作などを行ってきた。

　単発の活動ではあるが、美術館、地域の小学校、福祉

の現場など、さまざまな現場に赴くことで、学生は幅広い世

代の方 と々関わる機会を得たり、状況によって臨機応変に

対応する力が身につくことになる。そのことから、社会のさま

ざまな分野に学生の興味関心が広がることも期待できる。

　県内各地で実践を行うことのもう１つのねらいは、本コー

スのコンセプトを県内のさまざまな施設に紹介し、施設先と

の関係性を生み出すことである。山形県内の施設との関

係性の構築は、学生の教育にとっても重要だが、山形県内

写真13：「シェルターインクルーシブプレイス コパル」での実践

写真14：グループごとに看板や装飾など全体を考える

写真11：山形美術館　常設作品の鑑賞

写真12：美術館に常設設置されている「鑑賞ガイド」
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の芸術活動や教育活動に関わる方達との情報共有の機

会となっている。このことが、山形県内のさまざまな場所で、

表現活動の場づくりを行うことにつながり、広く市民に還元

できるのではないかと考えている。

（４）４年次：卒業制作　自らが社会に対し、アートでできる
ことを探求する
　４年間の学びの集大成として、「卒業制作　自らが社会

に対し、アートでできることを探求する」を目指していく。学生

一人ひとりの目的に合わせてAWSの他、作品制作やプロ

ジェクト、論文など表現方法を選択し、1年間かけて研究や

制作を行う。一人ひとりの卒業制作はどれも魅力的なもの

であるが、特にコースのビジョンが反映されていると感じる

作品を数点取り上げる。

　まず、「みんなでつくるフラワーコロニー」という作品では、

学生が１点ずつドローイングしたカラフルな色紙を使って、

お花の作品を制作するAWSだ。このAWSを幼稚園、障が

いのある子どもたちとの活動、そして山形市野草園など6

箇所で9回開催し、制作したお花を集めて卒業制作展の

会場に一堂に展示することで異なる一つひとつの花が共

存することを可視化した。AWSと作品が融合した卒業制作

となった。

　また、「おはなしきかせて」は、絵本をテーマにした作品

で、カラフルなドーナッツを持ったライオンやビーズでできた口

を持つワニなど、布で作られた動物たちは思わず触れたくな

るものばかりだ。作品に触れてお母さんがお子さんにお話を

したり、子どもたちが何かに見立てて遊んだりと、参加者が

作品のある空間で思い思いに物語を生み出している。作品

をきっかけとして人々の交流する場を作り出している。

　さらに、１つのフィールドに通い詰め、自らが感じた地域の

魅力を発信する作品もある。「このひとくち、おふくわけ―わ

たしと岡縁里―」は、作者である学生が山形県中山町で

地域の居場所づくりを行っているNPO団体に出会い、そ

の団体の活動内容や運営しているメンバーの魅力をイラス

トや写真、文章で冊子にしたものだ。冊子には、千葉県出身

の作者が毎週現場に通いながら、利用者の方々が行う畑

仕事の様子や食べ物など、山形で出会った魅力が書き綴

写真15：滝山小学校の親子行事でAWSを実践

写真1６：「�ふうせんスタンプカラフルアート」有志学生がワークショップをサ
ポート（山形美術館）

写真17：「みんなでつくるフラワーコロニー」（2023年度卒業制作展）

写真18「おはなしきかせて」（2023年度卒業制作展）
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られている。作者自らが現場にいて「面白い」と感じたこと

を等身大に表現することで、その場にいる人にとって「当た

り前」を別の角度から浮かび上がらせる。作品の形態は冊

子だが、卒業展覧会の会場にはNPO団体が運営する居

場所で使われている家具などを設置し、現場の様子を再現

したあたたかい空間になった。

４．まとめ

　2019年から「社会で活躍できるAWSのプロフェッショナ

ルの育成」という目標に向けて、カリキュラムの整備、運営を

行なってきたことで、本コースならではの学びのプログラム

を作ることができたと考えている。今後も細かいブラッシュ

アップは必要であるが、AWSの企画・運営という実践力を

持ち、そこから社会と関わっていけるような人材の育成がで

きてきたのではないかと考えている。

　以前は「学生にとって何を学んでいるのか、何が身につ

いているのか分かりにくい状態」であったが、さまざまな取

組によりコースビジョンや目指す人材像が少しずつ伝わって

きている印象を受ける。そのことについては、学生の進路選

択にも影響を与えていると考えられる。

（１）学生の進路選択
　卒業後の進路について、実践演習などにより培われた

「人と関わる力」、「場を作る力」はどんな職業であっても必

要とされる力であり、就職活動時の学生の大きなアピールポ

イントとなっていおり、コースの就職率も、文科省内定率（注

２）で2023年度卒業生100％、2022年度卒業生88.9％、

2021年度卒業生100％、2020年度卒業生100％と、ほぼ

毎年100％の数値となっている。

　また、「アートの楽しさを伝えたい」という思いをストーレー

トに発揮できる職業として、美術館の専門員、中学校・高校

の教諭などが挙げられる。このカリキュラムになってから教

育に関わる職業を希望する学生が増加している。教員採

用試験においては、2022年から現在まで現役の教員採用

試験の合格者が出ており、コースでの実践的な学びが軸と

なり、基盤教育の教職課程カリキュラムによる充実した個別

指導によってもたらされた結果といえる。さらに、フォトスタジ

オのカメラマン、営業職、デザイナーなどこれまで培ってきた

力を活かし、さまざまな分野に学生たちは就職している。本

コースでは、「アートで社会とつながる」ことがテーマであ

る。社会における一般的な職場などアートを直接必要とし

ない場所でも、アート力を活用できるかが、卒業後に問われ

る。そのため、社会に出てからが本番といえる。

（２）新しいキーワード
「Arts&Communication」
　2023年度からコースの英語表記を「general art」から

「Arts&Communication」に変更した。2019年時はアー

トを社会で活用というコースビジョンは範囲が広く具体性が

なかったため、AWSを基軸とし、ある程度範囲を決めて

コース運営を行ってきたが、今後はAWSを中心におきなが

ら、その範囲を拡張しラーニングプログラムやアートプロジェ

クトなどさまざまな表現技法で社会と関わっていこうと考え

ている。様々なアート手法を使い、社会とコミュニケーション

していくという意味で「Arts&Communication」という表

記に変更した。

（３）新たな課題点について
　この4年間でコースの方向性や授業内容が明確になっ

たことにより新たな課題点も見えてきた。

　１つは、AWSのコンテンツの幅である。現在、まずは技法

を習得し、フォーマット化していくところからのスタートする授

業内容が多く、「はじめに」で示したようにAWS特徴であ

る、プロセスを重視し、参加者との相互作用からゴールが

変化していく面白さを授業内で学生に実感してもらうため

には実施方法や評価の方法についての検討が必要だ。技

法の他にも、コンセプト、社会課題など幅広い角度から思考

し、AWSの形を考えることが必要になってくる。２つ目は、カリ

キュラムの特徴として「AWSのスキルを学ぶ」としているが、

写真19：「�このひとくち、おふくわけーわたしと岡縁里―」（2022年度卒業
制作展）
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卒業制作をAWSに限定しているわけではない。仮に学生

全員がAWSを実践すると想定した際に、フィールドとの関わ

り方や現場とのやり取りなど学生一人ひとりが身につけるさ

らなる実践力がより必要になる。そして、３つ目は、コースで

学んだ力を活かす出口としての就職先の開拓だ。アートや

教育の分野以外で、どのような分野で学びを活かすことが

できるかコース卒業生の意見も取り入れながら検討してい

くことが課題となっている。

（４）今後の展望　地域とのネットワークを構築する
　2024年からは、これまでの「社会で活躍できるAWSのプロ

フェッショナルの育成」を継続しつつ、地域とのネットワークの

構築を長期的な目標に定めたいと考えている。これまでコー

スビジョンに基づき美術館、博物館、社会教育施設、社会福

祉施設、小学校など、さまざまな施設で活動を行ってきた。

　今後は、これまで培ってきたつながりを活かし、コースが

中心となって各施設のネットワークづくりを行うことを検討し

ていきたい。目的や利用者の異なるさまざまな施設をつない

でいくというのは一筋縄ではいかないことであるが、さまざま

な施設と関係を築いてきたコースだからこそ可能なのでは

ないかと考える。例えば、AWSの企画などの情報の共有、

人材の紹介などを行い、地域でのアートを活用した社会教

育、生涯学習の活性化を行っていきたい。これによりコース

の実践演習もより現在の課題に即したものになり、学生の

学びが深まることが想定される。そして、こうした実践を積

み重ね、発信、研究をしていくことで、山形という地域にある

美術大学が、市民の方々への学びの窓口、ネットワークの

ハブになっていくことが重要だと考える。
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注釈
１） 本コースでは、卒業時に社会教育士の資格取得ができるカリキュ
ラムとなっている。（2020年度入学生～2023年度入学生対象）も
ともと「社会教育主事」という、社会教育を行う者に対する専門的
技術的な助言・指導に当たる専門的教育職員の制度がある。社
会教育士制度は、社会教育主事講習等規程の一部改正によっ
てできたものである。行政だけではなく、企業、NPOなどの幅広い
現場で、このような役割を持つ人材が活躍できるようにと考えられ
た制度である。

　 ただし、2024年度の新カリキュラムからは基本的な座学を残し演
習時間の確保のため廃止とした。

２） 文科省就職率は「就職者÷就職希望者」で計算。

引用WEBサイト
「社会教育士について」（文部科学省）
　 https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l/08052911/mext_00667.

html
「a sobi mall（アソビモール）」
　https://setokeitar.wixsite.com/tuad-asobi
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